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ボランタリークレジットの利用に関するガイドライン策定の動き 

VCMi などがボランタリークレジットの利用に関するガイド

ラインを発表 

Voluntary Credit Market Integrity(VCMi)が、ボランタリークレジットの利用に

ついての暫定的な実務指針を、6 月７日に発表した。この中では、企業の自

主的な温暖化対策への取り組みへのボランタリークレジットの利用方法や、

利用について対外的に公表する際の表示・説明（Claim）の方法等が示され

ている。 

具体的には、ボランタリークレジットの利用のために、まず企業の排出量の範

囲（スコープ１、スコープ２、スコープ３）を対象として、科学を踏まえた長期的

なネットゼロ排出（science-aligned long-term net zero emissions）を 達成する

ことにコミットした上で、その目標を達成するために中間目標を設定すること

が求められている。クレジットは何れの時点でも利用することは出来るが、そ

のためには次の中間目標の達成が可能な状況となっていることが必要である。

そして、これらの条件を満たした上で、目標達成をした上でも排出削減でき

なかった排出量（Unabated emissions）について、スコープ１、２、３全ての削

減出来なかった排出量あるいは一部についてクレジットの利用が認められて

いる。さらに、スコープ３については、目標達成出来なかった部分について一

部、クレジットを利用して目標を達成することも認められている。 

このようなクレジットの利用範囲に応じて、次のようなステータスが与えられる。 

金： 目標達成した上で、Unabated emissions 全てにクレジットを利用 

銀： 目標達成した上で、Unabated emissions の 20％以上に対してクレ

ジットを利用 

銅： スコープ１、スコープ２において目標達成した上で、Unabated 

emissions の 20％以上にクレジットを利用し、スコープ 3 の排出量

で目標達成できなかった排出量の５０％までクレジットを利用 
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